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当社は、⼈々の豊かな暮らしを⽀えるサステナブルインフラ企業です。 

いちごグループのいちご ECO エナジー株式会社（以下、「いちご ECO エナジー」という。）は、
地域および地球に優しいクリーンエネルギー事業を積極的に推進しております。現在、いちごグル
ープでは太陽光発電所と⾵⼒発電所を運営しております。このたび、いちご ECO エナジーは、
グリーンバイオマス発電所の建設において、⽊質ガス化技術の開発を専⾨とし、グリーンバイオマ
ス発電の技術を持つラトビア共和国の FORTES Ltd.とガス化発電システムの導⼊に向けて協議し
てまいりました。 

このご縁をきっかけに、いちご ECO エナジーは、2025 年⼤阪・関⻄万博におけるラトビア・ナ
ショナルデーに招待いただき、ビジネスフォーラムのパネルディスカッションにてパネリストとし
て登壇しました。パネルディスカッションでは、「Emerging trends and sustainable 
technologies in smart cities（スマートシティにおける新たなトレンドと持続可能なテクノロジ
ー）」のトピックについて考察を述べました。 

また、ビジネスフォーラムにおいては、⽇本企業とラトビア企業の協業を祝い、ラトビア共和国 
⼤統領と経産⼤⾂の⽴ち会いのもと、いちご ECO エナジーと FORTES Ltd.との基本合意書締結
の式典も⾏われました。 

 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

右から︓Edgars Rinkevics ラトビア共和国 ⼤統領、Armands Zemetis FORTES Ltd. CEO、 
いちご ECO エナジー 代表取締役社⻑ 五島 英⼀郎、Viktors Valainis ラトビア共和国 経産⼤⾂ 
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■ パネルディスカッションの様⼦  

 

 
 
 

 

 

 

 

■ 調印式の様⼦ 

 

 

 

 

 

いちご ECO エナジー株式会社  代表取締役社⻑ 五島 英⼀郎 コメント 

地域資源を最⼤限有効に活⽤し、持続可能な社会を構築していくために 
FORTES 社と今後協業していくことを楽しみにしています。 
⽇本の⼈⼯林は、国⼟の約4 割弱を占めており、今後、順次森林更新時期を迎えて 
まいります。現状において未利⽤材は、⽊材搬出地から遠く離れた需要地まで 
コストと環境負荷をかけて運ばれております。FORTES 社製の⼩型⽊質ガス化 
発電システムを導⼊することで、⽊材搬出地から近いエリアで需要を創出し 
真の地産地消を実現するとともに、環境負荷を⼤きく低下させます。また⾃⽴発電 
機能も有しており、⾃治体との協定により災害時の活⽤も予定しております。 
 
 

※ 本リリースに関するお問合せ先  いちご広報担当 03-4485-5515  
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